（様式Ｄ-1）
補助事業変更計画書

事業者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．変更前の経費明細表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	経費区分
	事業に要する経費の内訳（名称及び単価×数量等。また対応する見積書について記載。）
※消費税抜き金額
	左記内訳の合計 (=補助対象経費)
	事業に要する経費

(左記合計×1.1)

※消費税込み金額

	(A)外注費・手数料・報酬費
	①
②
③
④
	
	

	(B)機器・システム等購入費
	①

②

③
④
	
	

	(C)賃借料・使用料・利用料
	①

②

③
④
	
	

	(D)原材料費
	①

②

③
④
	
	

	(E)運搬費
	①

②

③
④
	
	

	（１）合　計
（左枠=補助対象経費の合計、右枠=事業に要する経費の合計）
	
	

	（２）補助金交付申請額：
（１）×補助率1/2（1,000円未満切捨て）
	,000
	


２．変更後の経費明細表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	経費区分
	事業に要する経費の内訳（名称及び単価×数量等。また対応する見積書について記載。）
※消費税抜き金額
	左記内訳の合計 (=補助対象経費)
	事業に要する経費

(左記合計×1.1)

※消費税込み金額

	(A)外注費・手数料・報酬費
	①
②
③
④
	
	

	(B)機器・システム等購入費
	①

②

③
④
	
	

	(C)賃借料・使用料・利用料
	①

②

③
④
	
	

	(D)原材料費
	①

②

③
④
	
	

	(E)運搬費
	①

②

③
④
	
	

	（１）合　計
（左枠=補助対象経費の合計、右枠=事業に要する経費の合計）
	
	

	（２）補助金交付申請額：
（１）×補助率1/2（1,000円未満切捨て）
	,000
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３．添付書類

　・変更後の見積書等

４．その他の変更箇所
（様式Ｅ-1）

事業実施報告書（事前検証事業）

事業者名：　   　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


１．実施内容　　


（１）実施場所　　　岡山市

　　　　　　　　

（２）実施期間　　　令和　　年　　月　　日　から　令和　　年　　月　　日


（３）実施事業名

（４）具体的な実施内容

（５）事前検証の結果と評価

（６）．今後の設備導入に向けた取組

３．経費支出状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	経費区分
	実際に事業に要した経費の内訳（名称及び単価×数量等。また対応する納品書・請求書について記載。）※消費税抜き金額
	左記内訳の合計 (=補助対象経費)
	事業に要する経費

(左記合計×1.1)

※消費税込み金額

	(A)外注費・手数料・報酬費
	①
②
③
④
	
	

	(B)機器・システム等購入費
	①

②

③
④
	
	

	(C)賃借料・使用料・利用料
	①

②

③
④
	
	

	(D)原材料費
	①

②

③
④
	
	

	(E)運搬費
	①

②

③
④
	
	

	（１）合　計
（左枠=補助対象経費の合計、右枠=事業に要する経費の合計）
	
	

	（２）補助金交付申請額：
（１）補助対象経費の合計×補助率1/2（1,000円未満切捨て）
	,000
	


　　　　　　
（様式Ｆ-1）
令和　　年　　月　　日
岡山市長　様

　

　　　　　　　　　　　　　　補助事業者
　　　　　　　　　　　 　　　　 住　所　　　
　　

     　　　　　　　　　　　　　 名　称　　

      

代表者職・氏名　　　　　　   　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　 　　　　
岡山市ＩоＴ・ＡＩ等先端技術導入支援補助金経過報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和　　年度の岡山市ＩоＴ・ＡＩ等先端技術導入支援補助金の交付を受けたので、補助事業の経過状況を報告します。

１．補助事業の概要（補助事業名：検証済み先端技術導入事業）
	1．実施事業名


	2．補助事業の実施内容


	3．補助事業の現状・効果



※欄が足りない場合は適宜、行数・ページ数を追加してください。
２．事業実績（補助事業実施後の会社全体の実績・計画を記載してください。）　　（単位：千円）

	
	事業完了年度

（  年　月期）
	1年後

（　 年　月期）
	2年後

（　 年　月期）
	3年後

（　 年　月期）
	4年後

（　 年　月期）
	5年後

（　 年　月期）

	①売上高
	
	
	
	
	
	

	②売上総利益
	
	
	
	
	
	

	③営業利益
	
	
	
	
	
	

	④経常利益
	
	
	
	
	
	


３．労働生産性の実績（補助事業実施後の会社全体の実績・計画を記載してください。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
	事業完了年度

（  年　月期）
	1年後

（　　年　月期）
	2年後

（　　年　月期）
	3年後

（　　年　月期）
	4年後

（　　年　月期）
	5年後

（　　年　月期）

	①営業利益（千円）
	
	
	
	
	
	

	②人件費（千円）
	
	
	
	
	
	

	③減価償却費（千円）
	
	
	
	
	
	

	④労働者数or総就業時間（人or時間）
	
	
	
	
	
	

	⑤労働生産性（千円）

(①＋②＋③)/④
	
	
	
	
	
	

	⑥労働生産性（％）

伸び率(前年比）
	
	
	
	
	
	


（様式Ｇ-1）
令和　　年　　月　　日
同　　　　意　　　　書
住　所
名　称
代表者職

氏名
（署名（代表者署名）又は記名押印（代表者押印）
　私は、岡山市ＩоＴ・ＡＩ等先端技術導入支援補助金の申請にあたり、岡山市ＩоＴ・ＡＩ等先端技術導入支援補助金交付要綱第４条に規定する補助事業者の要件について、岡山市が関係各機関に照会することに同意します。
実施場所を記載





「代金の支払等すべての事務が完了した日」を記入





交付決定通知書の


右肩の日付を記入





補助事業計画書（様式Ｂ－１）の「２．企業概要・応募事業の概要」に記載されている「応募事業名」を記入








補助事業計画書（様式Ｂ－１）の「５．事前検証の実施内容」に基づき、具体的にどのような事前検証を実施したか記載すること





（記載項目）


・具体的な実施内容


　計画された検証内容についてどのように実施したか記載すること





・実施スケジュール


　実際にどのようなスケジュールで実施したか記載すること


※事前検証実施時の写真を貼り付けて説明すること





・事前検証の実施体制


　　実際にどのような体制で実施したか記載すること








補助事業計画書（様式Ｂ－１）の「６．事前検証後の導入判断のための評価設計」で設定した定量的な評価指標や定性的効果、達成基準（判断ライン）に基づき、どのような結果が得られたか記載すること


また、事前検証を通じて確認できた定量的・定性的な効果について、記載すること





（記載項目）


　・定量的評価指標の実績値


　　　計画書で設定した指標に対し、基準を達成できたかどうか


また、どのような結果が得られたか記載すること





　・定性的効果の実績


　　　数値化できていない側面でどのような効果や気づきがあったか


　　　記載すること








上記「（５）事前検証の結果と評価」を踏まえ、今後の設備導入をどのように実施していくか具体的に記載すること





（記載項目）


　・検証結果を踏まえた導入の是非


　　　検証過程で明らかになった効果や運用の実現性に基づき、その判断に至る理由について記載すること


　


・検証結果の活用方法


　　　検証で得られた効果を今後の設備導入にどのように活かして


　　　いくのか記載すること








